
─
─
こ
れ
ら
の
汚
染
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
日
本
で
も
放
射
能
は
「
測
れ
ば
出
る
」

状
態
だ
っ
た
。
そ
れ
を
も
っ
て
、
福
島
事

故
よ
り
前
か
ら
核
の
汚
染
は
あ
っ
た
と
、

し
た
り
顔
し
て
語
る
人
も
い
る
。

原
発
事
故
前
の
2
0
0
9
年
と
、
原
発

事
故
後
の
2
0
1
1
年
の
首
都
圏
の
土
壌

放
射
能
汚
染
を
比
較
し
た
デ
ー
タ
が
あ
る
。

お
お
ざ
っ
ぱ
な
比
較
だ
が
、
東
京
都
で
セ

シ
ウ
ム
が
3
0
8
倍
、
千
葉
県
で
9
7
8

倍
、
埼
玉
県
で
2
6
1
倍
（
環
境
省
お
よ
び

放
射
能
防
御
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
資
料
か
ら
）
で
あ
る
。

福
島
の
原
発
事
故
は
大
し
た
こ
と
は
な

い
と
か
、
こ
れ
か
ら
先
も
た
ぶ
ん
大
丈
夫

と
か
言
う
人
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

の
数
年
後
に
子
ど
も
ら
に
起
こ
っ
た
悲
惨

な
被
害
を
見
た
こ
と
が
な
い
方
か
、
見
た

く
な
い
方
か
、
ね
つ
造
さ
れ
た
情
報
に
し

か
接
し
て
い
な
い
方
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

福
島
原
発
周
辺
の
汚
染
と
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
周
辺
の
汚
染
を
比
較
す
る
と
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
住
民
が
強
制
避
難
さ

せ
ら
れ
た
の
と
同
等
レ
ベ
ル
の
汚
染
地
域

に
、
福
島
で
は
今
も
人
が
住
ん
で
い
る
。

そ
の
裏
側
に
は
、福
島
の
原
発
事
故
は
〝
な

か
っ
た
こ
と
〟
に
し
た
い
と
い
う
政
府
の
意

思
が
見
え
る
。

釣
り
人
と
核
は
似
合
わ
な
い

釣
り
人
の
視
点
か
ら
原
発
─
─
核
を
見

る
と
ど
う
か
。

釣
り
人
は
美
し
い
自
然
の
な
か
に
身
を

お
い
て
、
そ
こ
に
息
づ
い
て
い
る
生
命
─

─
虫
や
魚
と
あ
そ
び
、
自
ら
も
自
然
の
な

か
の
一
部
で
あ
る
と
意
識
す
る
こ
と
に
喜

び
を
見
い
だ
す
。

そ
ん
な
釣
り
人
と
、
自
然
の
営
み
を
分

断
し
て
破
壊
す
る
核
が
相
い
れ
る
は
ず
は

な
い
。
ま
れ
に
、
原
発
の
廃
水
口
で
デ
カ

い
魚
が
釣
れ
る
ん
だ
よ
、
な
ど
と
自
慢
す

る
人
が
い
る
が
、
哀
れ
と
い
う
ほ
か
な
い
。

6
月
14
日
、
川
崎
市
の
多
摩
川
河
川
敷

か
ら
2
7
0
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
の
セ
シ

ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
と
発
表
さ
れ
た
。
多

摩
川
は
市
民
の
い
こ
い
の
場
で
あ
る
。
子

供
が
走
り
回
り
、
家
族
連
れ
が
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
そ
の
場
所
が
、
じ

つ
は
放
射
線
管
理
区
域
な
み
の
汚
染
地
帯

だ
と
わ
か
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

川
で
遊
ぶ
こ
と
が
好
き
な
ひ
と
に
と
っ

て
、
放
射
能
汚
染
に
よ
る
被
ば
く
の
影
響

が
、
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
〝
科
学
的
な
〟

議
論
は
、じ
つ
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。「
大

好
き
な
川
が
原
発
か
ら
の
放
射
能
に
汚
染

さ
れ
て
し
ま
っ
て
キ
モ
チ
わ
る
い
」こ
と
が
、

な
に
よ
り
重
要
だ
。「
キ
モ
チ
わ
る
い
」
と

い
う
個
人
の
感
想
は
風
評
の
流
布
で
も
何

で
も
な
い
。
充
分
す
ぎ
る
実
害
だ
。

『
淡
水
魚
の
放
射
能
』
は
読
み
や
す
い

す
で
に
お
伝
え
し
て
い
る
よ
う
に
、
フ

ラ
イ
の
雑
誌
社
で
は
こ
の
夏
、単
行
本
『
淡

水
魚
の
放
射
能
』
を
発
行
す
る
。
著
者
は

原
発
と
環
境
の
問
題
に
40
年
近
く
に
わ

た
っ
て
自
ら
の
身
体
を
は
っ
て
最
前
線
で

取
り
組
ん
で
き
た
水
口
憲
哉
氏
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
福
島
事
故
の
比
較

に
は
じ
ま
り
、
過
去
半
世
紀
に
わ
た
っ
て

世
界
じ
ゅ
う
で
行
わ
れ
て
き
た
核
実
験
と

原
発
事
故
に
よ
る
生
物
の
被
ば
く
、
イ
ギ

リ
ス
の
再
処
理
工
場
に
よ
る
海
洋
汚
染
、

福
島
事
故
に
よ
る
汚
染
の
現
状
と
今
後
の

展
開
な
ど
。
た
い
へ
ん
盛
り
だ
く
さ
ん
な

内
容
に
な
り
そ
う
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
気
に
な
る
日
本
の
身
近
な

淡
水
魚
の
放
射
能
汚
染
─
─
ヤ
マ
メ
、
イ

ワ
ナ
、
ウ
グ
イ
、
ア
ユ
、
ワ
カ
サ
ギ
な
ど

─
─
に
つ
い
て
も
、
昨
年
か
ら
現
在
ま
で

公
表
さ
れ
て
い
る
1
0
0
0
を
超
え
る
淡

水
魚
の
放
射
性
物
質
の
検
査
結
果
を
解
析

し
、
魚
種
ご
と
の
汚
染
の
中
身
と
、
い
ま

の
本
当
の
状
況
、
今
後
の
展
開
を
見
と
お

す
。
こ
の
よ
う
な
研
究
は
日
本
で
は
ま
っ

た
く
な
か
っ
た
。
初
め
て
の
し
ご
と
だ
。

水
口
氏
に
よ
る
と
新
し
い
発
見
ば
か
り
だ

と
い
う
。

多
く
の
方
に
手
に
と
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、『
淡
水
魚
の
放
射

能
』
は
ハ
ン
デ
ィ
判
を
採

用
し
た
。
資
料
も
イ
ラ
ス

ト
を
多
用
し
て
、
で
き
る

だ
け
読
み
や
す
く
編
集
し

た
い
。
後
頁
に
概
略
目
次

を
掲
載
し
た
。　　
（
堀
内
）

東
電
原
発
事
故
に
よ
る
淡
水
魚
と
川
と
湖
の

釣
り
に
ま
つ
わ
る
放
射
能
汚
染
関
連
年
表　

2
0
1
1・３
─
2
0
1
2・６  （
編
集
部
作
成
）

主
に
フ
ラ
イ
の
雑
誌
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
メ
モ
し
て

き
た
事
象
を
ま
と
め
た
。

２
０
１
１
年

3
月　
「
放
射
能
を
海
に
棄
て
な
い
で
く
だ
さ

い
」（
水
口
憲
哉
）
を
本
誌
H
P
上
に
無
料
公
開
。

4
月　
「
放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た
魚
介
類
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
」（
水
口
憲
哉
）
無
料
公
開
。

水
口
氏
「
い
ま
は
ま
だ
食
物
連
鎖
（
栄
養
段
階
）

の
と
っ
か
か
り
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
水
産
物
の

放
射
能
汚
染
の
序
ノ
口
に
す
ぎ
な
い
」。

5
月　

13
日　

福
島
県
鮫
川
ア
ユ
、
ヤ
マ
メ
、

桧
原
湖
ワ
カ
サ
ギ
か
ら
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を

検
出
。
淡
水
魚
の
セ
シ
ウ
ム
汚
染
が
分
か
っ

た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
。
19
日　

福
島
県
伊
達

市
ヤ
マ
メ
9
9
0
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
、
阿
武
隈

川
ヤ
マ
メ
6
2
0
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
、
イ
ワ
ナ

3
5
0
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
な
ど
淡
水
魚
の
汚
染

が
続
々
と
判
明
。

6
月　

16
日　

汚
染
発
覚
を
受
け
て
福
島
県

阿
武
隈
川
の
ヤ
マ
メ
と
イ
ワ
ナ
が
出
荷
停
止
。

淡
水
魚
の
出
荷
停
止
は
こ
れ
が
初
め
て
。
採

捕
自
粛
要
請
に
よ
り
釣
り
も
禁
止
。
同
日
、

飯
館
村
・
真
野
川
ヤ
マ
メ
2
1
0
0
ベ
ク
レ

ル
／
㎏
、
ウ
グ
イ
2
5
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㎏

な
ど
。27
日　

阿
武
隈
川
の
ア
ユ
も
出
荷
停
止
。

「
放
射
能
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
知
っ
て
お
く

こ
と
」（
水
口
憲
哉
）
を
本
誌
第
93
号
に
掲
載
。

7
月　
28
日　

芦
ノ
湖
、
赤
城
大
沼
、
中
禅
寺

湖
の
ワ
カ
サ
ギ
か
ら
セ
シ
ウ
ム
検
出
。

8
月　

サ
ン
デ
ー
毎
日
「
放
射
能
を
溜
め
込
む

森
林
」
特
集
。

9
月　
「
放
射
能
汚
染
時
代
の
魚
の
選
び
方 

　

国
が
決
め
た
基
準
値
を
疑
え
」（
水
口
憲
哉
）

を
本
誌
第
94
号
に
掲
載
。『
食
品
の
放
射
能
汚

染 

完
全
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
水
口
憲
哉
／
明
石
昇

二
郎
編
）
を
宝
島
社
が
発
行
。
す
ぐ
に
品
切
れ

と
な
り
大
増
刷
。

11
月　
1
日　

水
産
庁
釣
人
専
門
官
が
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
で
「
フ
グ
の
食
中
毒
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
」。
12
日　

山
梨
県
西
湖
の
ヒ
メ
マ
ス

を
釣
り
人
が
自
主
検
査
。
セ
シ
ウ
ム
13
ベ
ク

レ
ル
／
㎏
を
検
出
。　

24
日　

水
産
庁
釣
人

専
門
官
が
C
S
釣
り
ビ
ジ
ョ
ン
で
「
フ
グ
の

食
中
毒
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」。
29
日　

山

梨
県
が
西
湖
、
本
栖
湖
の
ヒ
メ
マ
ス
、
精
進
湖

の
ワ
カ
サ
ギ
か
ら
セ
シ
ウ
ム
を
検
出
と
発
表
。

12
月　

本
誌
第
95
号
に
「
東
電
原
子
力
発
電

所
事
故
・
放
射
性
物
質
検
査
で
釣
り
人
の
声

が
行
政
を
動
か
し
た
」
記
事
を
掲
載
。
7
日

　

水
産
庁
釣
人
専
門
官
「
フ
グ
の
食
中
毒
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」。

２
０
１
２
年

1
月　

本
誌
が
日
本
野
鳥
の
会
へ
取
材
。「
野

鳥
へ
の
汚
染
の
影
響
は
現
在
調
査
中
。
風
評

被
害
が
起
き
て
は
困
る
。
会
と
し
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
出
す
予
定
は
な
い
」。
後
日
、
日
本
野
鳥

の
会
が
電
力
会
社
か
ら
多
額
の
寄
付
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
判
明
。
26
日　

本
誌
が
H
P

上
で
「
フ
グ
毒
ば
か
り
で
は
な
く
て
漁
業
者

と
釣
り
人
か
ら
今
求
め
ら
れ
て
い
る
仕
事
が

あ
る
の
で
は
」
と
釣
人
専
門
官
を
批
判
。

2
月　

フ
ラ
イ
の
雑
誌
社
が
新
刊
『
淡
水
魚
の

放
射
能
』
を
発
表
。
13
日　

石
丸
隆
東
京
海

洋
大
学
教
授
が
日
本
釣
振
興
会
の
講
演
で「
東

京
湾
の
汚
染
は
さ
ほ
ど
心
配
は
し
て
い
な
い
」

の
意
を
発
言
。
6
日　

福
島
県
川
内
村
の
ミ

ミ
ズ
か
ら
２
万
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
を
検
出
。

15
日　

水
産
庁
釣
人
専
門
官
「
フ
グ
の
食
中

毒
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」。
以
下
略
。
21
日

神
奈
川
県
酒
匂
川
の
丹
沢
ヤ
マ
メ
か
ら
37
ベ

ク
レ
ル
／
㎏
の
セ
シ
ウ
ム
検
出
。
23
日　

渋
川

市
の
利
根
川
浄
水
場
か
ら
4
1
0
0
ベ
ク
レ

ル
／
㎏
の
セ
シ
ウ
ム
検
出
。
２
月
中
旬
か
ら

東
日
本
の
各
都
道
府
県
で
淡
水
魚
の
放
射
性

物
質
検
査
が
い
っ
せ
い
に
始
ま
る
。
と
く
に
解

禁
前
の
ヤ
マ
メ
、
イ
ワ
ナ
の
検
査
が
多
い
。
26

日　

本
誌
が
H
P
上
に
「
川
と
湖
の
魚
の
放

射
能
汚
染
ま
と
め
」
を
立
ち
上
げ
る
。
東
日

本
の
各
河
川
・
湖
沼
の
淡
水
魚
の
放
射
能
汚

染
数
値
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
時
系
列
で
総
覧

で
き
る
。
現
在
も
更
新
中
。

3
月　

福
島
・
栃
木
・
群
馬
各
県
で
1
0
0

ベ
ク
レ
ル
／
㎏
以
上
の
セ
シ
ウ
ム
に
汚
染
さ
れ

た
ヤ
マ
メ
・
イ
ワ
ナ
・
ニ
ジ
マ
ス
ほ
か
淡
水
魚

が
多
数
発
見
。
そ
の
た
め
各
地
の
河
川
湖
沼

で
釣
り
解
禁
の
延
期
処
置
が
と
ら
れ
た
。
1
日

　

本
誌
編
集
部
が
〈「
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・

日
本
釣
り
場
論

69

『
淡
水
魚
の
放
射
能
』は
ど
ん
な
本
に
な
る
の
か
。

発
行
前
か
ら
大
注
目
の
話
題
の
本

美
し
い
自
然
の
な
か
に
身
を
お
い
て
、
自
ら
も
自
然
の
な
か
の
一
部
で

あ
る
と
意
識
す
る
こ
と
に
喜
び
を
見
い
だ
す
釣
り
人
と
、
自
然
の
営
み

を
分
断
し
て
破
壊
す
る
原
発
が
相
い
れ
る
は
ず
は
な
い
。（
編
集
部
）

　
　
ま
と
め
　
本
誌
編
集
部
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
水
口
憲
哉
氏

水口 憲哉　1941年生。原発建設や開発か
ら漁民を守る「ボランティアの用心棒」とし
て全国を行脚し続けている。著書に『釣り
と魚の科学』、『反生態学』、『魚をまるごと食
べたい』、『海と魚と原子力発電所』、『魔魚
狩り　ブラックバスはなぜ殺されるのか』、

『放射能がクラゲとやってくる　放射能を海
に捨てるってほんと?』『桜鱒の棲む川─サ
クラマスよ故郷の川をのぼれ』、『食品の放
射能汚染 完全対策マニュアル』（共著）な
ど多数。千葉県いすみ市岬町在住。資源維
持研究所主宰。農学博士。東京海洋大学名
誉教授。
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●
2
0
1
1
年
3
月
の
東
電
原
発
事
故
か
ら

17
ヶ
月
た
っ
た
。
原
発
が
爆
発
し
て
放
射
能
が

ま
き
ち
ら
さ
れ
た
事
実
は
ど
れ
だ
け
日
数
が

た
っ
て
も
か
わ
ら
な
い
。
し
か
も
ま
だ
出
て
い

る
。
そ
れ
な
の
に
政
府
は
原
発
を
な
し
崩
し
的

に
性
懲
り
も
な
く
動
か
し
た
が
っ
て
い
る
。

●
地
球
規
模
で
見
れ
ば
、
人
類
は
核
を
手
に
し

て
以
来
地
球
上
に
せ
っ
せ
と
核
汚
染
を
積
み
重

ね
て
き
た
。
冷
戦
時
代
の
核
実
験
ブ
ー
ム
に
よ

る
汚
染
、
広
島
・
長
崎
の
核
爆
弾
、
1
9
8
6

年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
、
各
国
の
原

子
力
施
設
に
よ
る
汚
染
な
ど
、
地
球
は
あ
ま
ね

く
放
射
能
に
汚
染
さ
れ
て
き
た
。
─
（
編
集
部
）

『淡水魚の放射能』の資
料づくり。行政が検査し
てきた淡水魚の検体の
数は1000を超えようと
している。それらの厖大
な数値を解析し、諸外国
の事例と比較して傾向を
読みとる。地道な作業だ。

『淡水魚の放射能』の資料の一部。図版を多くして分かりやすく、雰囲気は楽しくしたい。
すこしでもたくさんの人に手にとっていただける本を作りたい。


